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調査年月日 昭和
41年 10月 21日 ～ 10月 24‐日

(雄 )1.試料採取方法の記号 (記号の右の数年は試料番号 )

O-1 乱さない試料
O-2 貫入試験機によう試料
●-3 コアー試料
2試 料採取深度と回収比

園 力
穐 I盈毬 f:貫撃 札 4銑 :試料長 さl

&標 準貫入試験の項で 10m毎の打撃回数とは最初の 10m貫入に要

した打撃回数,10m-20gnの 間で要した打撃回数,20m～30mの間

で要した打撃回数をそれぞれしめしたものである。
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(越 )1.試料採取方法の記号 (記号の右の数字は試料番号 )
○-1 乱さない試料
O-2 貫入試験機による試料
●-3 コアー試料
2.試料採取深度と回収比

&標 準貰入試験の項で Ю釦 毎の打撃回数とは最初の 10m貫入に要
した打撃回数,10働 ～20甑の間で要した打撃回数,20釘 ～30mの間

で要した打撃回数をそれぞれしめしたものである。
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&20-&70は試料採取深度 (m)

%千 は回収比 (50m:貫入深
さ,45m:試剌,長 さ)園
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(註 )1.試料採取方法の記号 (記号の右の数字は試料番号 )
O-1 乱さない試料
○-2 貫入試験機によう試料
●-3 コアー試料
と 試料採取深度と回収比

昭奉日41年 10月 2ζ日～ 10月 29日

&節一&70は試料採取深度 (m)

%;は 回収比 (50αn i貫入深さ,45m:試料
,長 さ)

&標 準女入試験の項で 10m毎の打撃回数とは最初の 10釦 貫入に要
した打撃回数,10伽 ～20anの間で要した打撃回数,20αn～30anの 間

で要した打撃回数をそれぞれしめしたものである。
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